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場  所 保健福祉総合センター 2 階 研修室 

出 席 者 
別紙名簿のとおり（委員 9 名、事務局 3 名）、建築設計事務所 4 名 

各事務担当者（主査 2名、主事 1名） 計 19 名 

内   容 

開会 

 

 １．座長挨拶 

    

 

 ２．議題（進行：座長） 

 （１）基本設計について 

   ①第 6回建設検討委員会質疑応答 

 

   資料１に基づき、事務局より説明。委員からの意見等なし。 

 

   ②平面計画案（No.5）について 

 

   資料 2に基づき、事務局より説明。委員からの意見等なし。 

 

   ③暖冷房種別の比較検討について 

 

   資料 3に基づき、事務局より説明。 

 

   質疑応答 

 

   委員   Ｃ案について、東川小学校で導入していなかったか。この室外機 

       は、1時間につき 10 分程度休憩を挟むタイプではなかったか。 

 

   事務局  空気熱ヒートポンプという記載をしているが、一般的な家庭用の 

エアコンと同じシステムであり、この室外機を運転する中で休憩が 

必要かという質問には把握していないのでお答えできない部分が 
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内   容 

       ある。ただし、仮にこの休憩時間があるとしても室内環境を保って 

いくための設計はしていくこととなるかと思う。 

 

   委員   室外機のタイプを確認したかった。冬場、室外機から水が出るタ 

イプではないか。室外機から水が常に出て下に氷柱のように積み重 

なっていき、冬の 1シーズンに 1回は割るなどして対応しないとな 

らない状況となる。氷が非常に硬く、施設の職員が割ろうとしても 

困難で苦労する。業者に頼んでも業者も苦労するし、経費もかかる。 

そういったこともあり、外に置きっぱなしにならないのではないか 

と危惧している。 

 

   事務局  メーカーで様々なタイプのものがあるかと思うが、現場に導入す 

ることが決まれば、機器の特性に応じて対応したい。施設管理の職 

員がこまめな点検をするしかないと考えている。 

 

   委員   以前に勤務した学校と同じシステムであったとすると、2つの課 

題がある。 

 1 つ目は、以前の会議でもお話ししたとおり運動施設の部屋（体 

育館）では、厳冬期に１８℃まで上がる設備は付けていたが１８℃ 

以上は上がらなかった。運動する分には問題ないが、集会等を行う 

際には２０℃を超える温度が欲しかったのに、設計では１８℃まで 

上がれば良いという設備なので、いくら焚いても温度が上がらな 

い。 

 ２つ目は、先ほどの室外機から常に水が出てくることである。こ 

まめに点検するということだったが、いくら見ても水は出てくる 

し、それが溜まって水の逃げ場がなくなるので取り除かざるを得な 

い。業者からも始め水が出てきますと言われていたが、現場では氷 

を取り除くのに苦労している。毎年のことなので何か方策が必要で 

はないかと思う。 

 当時の学校は、このシステムで快適に過ごすことが出来たが、電 

気代は少し問題になるくらい想定よりも高かった。快適に過ごそう 

と思うと想定よりも電気代はかかると思う。 

 

   暖冷房種別の比較検討については、Ｃ案で進めることを全体で確認した。 

 

 （２）その他 

 

   委員   前の会議で床暖の図面をお示しいただき、委員から授乳室の床暖 

について質問があったかと思う。また、前回の質問等に埋もれてし 

まったかもしれないが、風除室にも床暖を入れた方が良いのではな 

いかと意見させていただいた。今回反映された床暖の図面のお示し 

がなかったので、検討状況についてご確認させていただければと思 

う。 
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内   容 

   事務局  授乳室について、床暖が必要ではないかと考えているが、センタ 

ーを利用しているお母さん方に聞いてみたところ、エアコンなどの 

冷暖房があれば良い。床暖だと赤ちゃんが暑く感じることもあると 

いう意見もいただいたので、どのようにしていくかは今後も利用者 

等のご意見をいただきながら検討していきたい。ただ、基本的には 

床暖は必要と考えている。 

        風除室についても今後の設計をしていく際に検討していきたい。 

 

   委員   風除室については、冬場利用者の靴等に雪がついて玄関まで運ん 

できた時に溶かして蒸発させてくれるので、施設の維持管理におい 

て非常に便利かと思う。今後の検討としていただければと思う。 

 

   委員   Ｃ案で自家発電機がないということで、基本構想・計画では災害 

時の避難所として使うと記載があったが、非常時に自家発電がない 

なら何かそれに代わるものがあれば良いと思う。 

 

   事務局  比較表の中では非常用の自家発電機を設置するのはＡ案のみと 

なっている。Ｃ案については、非常用にポータブル発電機で床暖の 

対応が可能である。 

 

   委員   暖房もそうだが、非常時にミルク用のお湯を沸かす等にも使える 

電源か。 

 

   事務局  ポータブル発電機は、コンセントで接続する家電については使用 

できる。 

 

   委員   子どもセンターの手洗い、水飲み場については現状と同じになる 

予定か。お湯が出るのか。 

 

   事務局  冬場に全部が水しか出ないと冷たいので、ぬるま湯も出るように 

したいと考えている。蛇口については療育に必要な通常の蛇口と自 

動で水が出てくるタイプ両方の設置を考えている。 

 

    

 ３．その他 

   事務局から情報提供 

   ・新型コロナワクチン３回目接種について 

   ・町内の感染状況について 

 

（１）次回会議開催予定等 

   次回は 3月 7日（月）13 時 00 分から同会場で開催し、基本設計概要等に 

ついて委員にお示しさせていただく。 
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